
ニュース、ドラマ、アニメからバラエティまで、

日々放送されるテレビ番組の映像は、テープ

に記録され、膨大な映像アーカイブとしてテレ

ビ局の倉庫に保管されている。ちょうど図書

館の書庫と同じように、読売テレビの倉庫に

は、過去40年間に放送された番組やニュース

やスポーツなどの取材映像を記録したテープ

がぎっしりと並んでいる。これらの膨大な映像

のストックは、再放送に際して使用されるだけ

でなく、テレビ局内で資料として利用されたり、

その一部が番組のなかで再利用されたりもす

る。したがって、膨大な数の映像テープを、番

組、放送日時、内容や出演者などで検索し、目

的の映像テープを迅速に探し出せるようにす

るには、ライブラリシステムが不可欠である。

映像テープを管理するライブラリシステムは、

本を管理する図書館システムと似ているよう

でいて、独特の難しさがある。本ならば、1冊

1冊がそれ自体で完結しているし、棚に並べら

れた本の背表紙をみれば、書名や著者名も目

で探し出せる。しかし、テレビ番組などの映像

テープになると、1本のテープに複数の番組や

取材映像が記録されている場合があるため、

本と同じようにはいかない。何よりも、映像に

対する検索項目の種類やその組み合わせが、

本の検索に比べて、格段に複雑なものになる。

「むかしは倉庫に並んだテープの背ラベルを

見たら、目的のテープを探せました。しかし、

記憶媒体がどんどん小さくなっているので、い

までは背ラベルにはその番号しか持たせられ

ず、それを見ただけでは中に何が記録されて

いるのかわかりません。記憶媒体が将来DVD-

ROM/RAMになると、ますます薄くなってし

まいます。そうなると、人間の目だけで倉庫

から探すのは不可能で、媒体に記録されてい

る内容を管理するシステムが不可欠です」（読

売テレビ総務局情報システム部木瀬浩平氏）

読売テレビにおける映像テープのライブラ

リシステムの歴史は長い。古くはライブラリ部

の所管であり、ミニコンで運用していたが、レ

スポンスが悪い、トラブルが発生するなどの問

題があり、1993年にシステム部に移管される

ことになった。

このとき、いったんはパソコンをベースとす

るオープンシステムの導入も検討された。しか

し、現場の要望に応えられるだけの検索機能

をもったソリューションは、まだ存在しなかっ

たため、特許関係の検索システムなどで実績

のあった、メインフレーム用のパッケージソフト

が導入された。

その後、パソコンの性能と信頼性も向上し、

またサーバで稼働する全文検索機能の品質も

格段に向上したこともあって、資産の有効活用

のために権利関係も含めて一元管理する必要

からもメインフレームからオープンシステムへ

の移行が現実的に検討されるようになる。これ

と時期的に並行して、局内の現場にWindows®

ベースのパソコンの導入が進展していったこ

とも大きな要因であった。

「いつまでも（メインフレームの端末を使っ

た）キャラクタベースの検索を使い続ける時代

でもないだろう、一気にオープンシステムに

作り直そう、という機運が盛り上がりました」

（読売テレビ総務局情報システム部林明彦氏）

2001年2月から本格稼働を開始したHiRDB

ベースの新ライブラリシステムには、過去40

讀賣テレビ放送株式会社（以下読売テレビ）は、メインフレームで運用していた

番組ライブラリの管理システムを、HiRDBを軸にオープンシステムに全面的に置き換えた。
このライブラリシステムは、従来からの番組などの映像テープ管理に加えて、個々の番組に関係する

複雑な権利・著作権の管理も支援する、より高度化されパワーアップした内容になっている。

そこでは、HiRDB Universal Serverの提供するプラグインコンポーネント群が大きな威力を発揮している。
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画面1：新マルチユースライブラリシステム初期画面



基幹系 
ライブラリ・ライン 
サーバ 

活用 計数システム 
番組制作費関連データ 

映像データ 映像貸出管理 

 レコード・CD 
データ 

 レコード・CD 
貸出管理 

権利・著作権 
データ 

権利・著作権 
販売管理 

番組履歴データ 謝金データ 

構成支援システム 
番組確定表データ 

報道情報システム 
アナウンス原稿データ 

L2000-1
HP-UX11.0

HiRDB / 
HiRDB Text

Search

一般用登録・検索・ 
販売管理端末 

ライブラリ管理・ 
貸出返却処理端末 

ニュース映像 
一本化支援端末 

年にわたる映像約40万件分のデータが登録さ

れている（画面1）。

基幹系から取り込むデータには、計数シス

テムが管理する番組制作費関連データ、編成

支援システムが管理する番組確定表データ、報

道情報システムが管理するアナウンス原稿デー

タの3種類がある（図1）。とくに、最後のアナ

ウンス原稿データがライブラリシステムに取り込

まれる点が興味深い。つまり、ニュース番組の

検索で、検索対象の1つとして、アナウンサー

が読んだ原稿そのものも指定できるのである。

オープンシステムへの移行にあたって、

HiRDB以外の他社製品も検討されたが、その

プラットフォームとしての機能・性能の優位性

および、開発体制の信頼性などを総合的に検

討して、日立のHiRDBを選んだという。

「将来的には映像自体をDBに取り込んで管

理することを考えていますが、その際にも問

題なく効率的に管理できることも大きな魅力

でした。また（ライブラリシステムは）基幹系シ

ステムから一部データを取り込むのですが、こ

の基幹系は日立のメインフレームで稼働して

います。メインフレームとHiRDBとのシーム

レスな連携を実現できる点も重視しました」

（木瀬氏）

アナウンス原稿は、報道情報システムによっ

て運用されているデータを、夜間のバッチ処理

によってHiRDBに取り込むのに対して、番組

名、出演者などの番組データのソースは、番組

の制作現場で入力する。従来のシステムでは、

現場のスタッフが「映像データ登録シート」とい

う用紙に内容を記入したものを、ライブラリ部

の専任オペレータがデータ入力していたのだ

が、新システムでは、現場のアシスタントディレ

クターなどが直接データ入力する運用になっ

た。過去のデータの流用ができることもあり、

データ入力に費やされてきた時間的コストが

確実に削減された。

このようにして現場のパソコンから入力され

たデータは、いったんライブラリ部が内容を

チェックした上で、正式にデータベースに登録

される。現場での入力から24時間以内であれ

ば、データを登録した本人が内容を修正でき

るが、24時間を経過するとそのデータを参照

できるのはライブラリ部だけになる。そして、

ライブラリ部のチェックをパスした段階で、シ

ステムからそのデータが正規に検索できるよ

うになる。

現在稼働しているライブラリシステムでは、

利用者ごとの権限も細かく管理されている。

実際に利用者がライブラリシステムを利用し

て、参照やデータ登録を行う際には、まず各

人の社員カードをカードリーダから読み取ら

せることで、社員の権限に応じて利用可能な

メニュー項目だけが実行でき、それ以外のメ

ニュー項目については、ロックがかかる仕組

みになっている。

また、倉庫に保管されている映像テープの

貸出と返却については、設置されているパソ

コン端末のバーコードリーダを使って、映像

テープに印刷されたバーコードを読み取らせ

ることで、貸出返却システムへの操作が自動

的に実行できるように作られている。

HiRDBの利用によって、ライブラリシステ

ムの使い勝手だけでなく、検索そのものの性

能も大幅に向上している。

メインフレームで運用していた旧システム

では、「複雑な検索条件を指定した場合、1分

くらいレスポンスが返ってこないこともありま

した。新システムでは、このようなことがなく

なり、瞬時に結果が返るようになりました。こ

れは、メインフレームとUNIXサーバ（HITACHI

9000V L2000-1 HP-UX11.0）のマシンの性

能差というよりも、HiRDBのデータベースとし

ての設計上の工夫や、全文検索エンジンの性

能差が大きいように思います」（木瀬氏）

検索画面（画面2）では、7つのフィールド（番

組タイトル、サブタイトル、内容情報、映像情

報など）について、まずどのフィールドを検索

対象にするのかをチェックボックスで複数選

択し、次にキーワード（最大9個）をAND、OR、

日立製作所HiRDBV6 PR
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図1：新マルチユースライブラリシステムシステム概要

ユーザーの権限に応じた
細かなアクセス制限を実現

アナウンス原稿の高速検索を
実現するテキストサーチ

画面2：7つのフィールドをサポートする検索画面



NOTの組み合わせで設定できるユーザーイン

タフェースになっている。

ここで指定された検索対象フィールドは、単

純にデータベースのテーブルの列名に対応す

るのではなく、フィールドの組み合わせパターン

に応じて、特別なフィールドを検索対象にする

という工夫が施されている。検索に際しては

同義語（シソーラス）も参照しており、この同義

語はユーザーが独自に追加・登録できる。

アナウンス原稿も検索対象になるため、実

質的にはフルテキストサーチになる。このた

め、SQLの通常のLIKEを使うと、検索結果が

返ってくるまでにかなりの時間がかかってし

まうことになる。これに対し、HiRDBのプラ

グインモジュールのひとつである日本語全文検

索プラグイン（HiRDB Text Search Plug-in）を

導入することで劇的な高速化を実現している。

この日本語全文検索プラグインは、検索対

象となるテキストを、隣接するN個の文字の並

びに分解したもの（n-gram）をもとにインデク

スを作成し、このインデクスに対して検索を実

行するため、通常のテキストサーチに比べ、は

るかに高速な検索処理が実現できる。

こうした高い検索性能を実現しているのが

HiRDBを中心にオプション群として用意され

ているHiRDB Universal Serverなのである。

HiRDB Universal Serverは文書をはじめ、映像、

画像、地図情報、空間情報といったデジタル

コンテンツを効率的に管理・活用するための

一連のプラグインを提供するものだ。

HiRDB Universal Serverには、テキストサー

チのほかに、静止画や動画に対する柔軟な検

索・管理機能などもあるが、読売テレビのライ

ブラリシステムでは、番組に関連する新聞の切

り抜き、スポーツの試合の手書きスコアなど

をスキャンした画像もサポートされている（画

面3）。これらの静止画をHiRDB自体のデータ

として取り込むことも可能なのだが、

Windows® 2000のファイルサーバ機能を使っ

て、別マシン（HA8000/170）を専用の画像サー

バにして、HiRDBには画像のファイル名とパス

や登録者、画像コメントなどの文字情報だけ

が登録されている。画像データをHiRDBで管

理するとディスク容量が膨大になってしまうこ

とから、画像サーバとHiRDBを分離した構成

になっている。

HiRDBに動画ファイルを取り込める機能を利

用して、たとえば番組の頭出し部分の動画をラ

イブラリシステムに格納することも検討された

が、これについては技術的な制約よりもむしろ、

運用上の制約が大きいため、今後の対応課題

として今回のシステムでは実現を見送られた。

「過去の映像はすべてアナログのテープに録

画されているので、かりにビデオキャプチャ

ボードを使って頭出しを次々にデジタル化し

ていったとすると、1時間の番組だと1時間か

かってしまいます。文字データを登録するだ

けでもオペレーションが手一杯な状況なので、

さすがに動画の取り込みは難しいと判断しま

した。ただし、将来的な技術革新によって、ア

ナログテープではなくディスクに媒体が変わ

り、1時間の番組が15分くらいで頭出しのカッ

トが撮れるようになれば、HiRDBの動画ファ

イルの取り込み機能を利用して、番組の動画

をライブラリシステムでサポートすることも、

検討していきたい」（木瀬氏）

読売テレビのライブラリシステムは、メインフ

レームで運用していた旧システムをオープンシ

ステムに置き換えただけではない。個々の番

組の権利や著作権などの管理（ライツ機能）も、

もうひとつの大きな柱であり、2001年9月の本

稼働をめざして、現在開発が進められている。

読売テレビのライブラリシステムは、映像テー

プの管理、テープに記録されている映像に関す

るデータの管理、そして、映像に付随するいろ

いろな権利関係の管理、この3つを一元管理す

るためのシステムとして構想されているのだ。

「地上波デジタルの時代になると、チャンネル

が増えるので、過去のコンテンツの再利用が

課題になります。しかし現状では、映像の権利

関係の整理は、まだまだ遅れています。従来

は、そうした権利関係に関するデータが、番組

担当者個人の頭の中にしかなくて、担当者から

そうした事実関係を引き出して、権利関係をク

リアしていく、というやり方でした。それでは

いけないだろう。地上波デジタルの始まる

2003年までに、早急に権利関係を整備してお

かなければならない。そのため、権利関係の

管理も含む、マルチユースライブラリシステム

を実現しようというのが、今回の移行の基本目

的です」（木瀬氏）

ひとつの番組には、その出演者、制作会社、

脚本家、構成作家など、多くの人が関わり、そ

の各々に対してすべて権利関係が発生する。通

常の契約では、地上波での一次放送と3年以内

の再放送に対する使用権を、テレビ局側から関

係者に支払うかたちになる。そのため、過去の

番組をビデオで販売する、あるいは海外のテ

レビ局に販売するといった二次使用が発生す

る場合には、再度契約を結び直すことになる。

このため、過去の番組を二次使用するにあ

たっては、その番組に誰が関係していて、その

関係者とどのような契約を結んでいたかを確

認する必要がある。当然、再契約には契約金の

調整も必要になるし、二次使用によって発生し

た収入を、著作権者に対してどのように配分す

るかも調整しなければならない。こうした複雑

な権利関係の調整を支援するのが、マルチユー

スライブラリシステムのライツ機能なのである。

このライツ機能は、権利関係や二次使用に

おける売上げの配分を扱うだけでなく、番組

収支という考え方を推進する上でも、重要な

土台になるものとして位置づけられている。

「番組収支とは、ある番組について、費用が

いくらで、収入がいくらかを押さえるというこ

とです。これは計数システムによって実現さ

れているわけですが、海外での販売で発生し

た収入については、現状では、別扱いになっ

ています。本来は番組ごとに二次使用分も含

めたかたちで一元管理するべきなのですが、

なかなかそこまで実現できていない。そのた

め、ライツ機能を実現した次の段階では、こう

した二次使用における収入と計数システムの

データがリンクするシステムに発展させる計

画です」（林氏）

番組の収支管理にむけて

動画の取り込みは
運用上困難 多チャンネル時代には

番組の権利関係の整備が必須

画面3：スキャン画像の検索画面



読売テレビのマルチユースライブラリシス

テムでは、アナウンス原稿を含む膨大なテキ

ストデータに対する高速な検索が実現されて

いる。これを支えているのがHiRDBのプラ

グインオプションとして提供されるHiRDB

Universal Serverの「日本語全文検索プラグ

イン（HiRDB Text Search Plug-in）」であ

る。日本独自のインクリメンタルn-gramイン

デクス方式を採用することで、大量の文書情

報が正確かつ高速に検索可能になっている。

HiRDBの日本語全文検索プラグインには、

このほかに、SGMLで記述した文書に対して

構造を意識した検索を実現する「構造検索」、

検索条件に指定された単語だけでなく、そ

の同義語や異表記も同時に検索条件として

扱う「同義語・異表記検索」、検索条件を満足

する度合いによって得点（スコア）を付加し、

さらにスコア情報によって検索結果のラン

キングによるソートを可能にする「スコア

リング機能・ランキング機能」などが用意さ

れている。

読売テレビのライブラリシステムでは、動

画の管理は運用上の問題から見送られたか

たちだが、今後番組の制作過程におけるフル

デジタル化が進展すれば、動画データの管理

も要請されることになるだろう。

HiRDB Universal Serverには、日本語全

文検索だけでなく、画像・映像に対して色や

形などによるイメージ検索を実現するため

のコンポーネントも提供されている。キー

ワード検索ではなく、画像そのものをキーに

することで、キー画像と類似している画像を

検索する「画像検索用コンポーネント（HiRDB

Image Search Plug-in）」、画像データをファ

イルシステムのような外部記憶装置に格納

し、大容量コンテンツの入出力性能を従来の

BLOB方式に比べて、飛躍的に向上させる

「データ管理用コンポーネント（HiRDB File

Link）」、画像を一覧するためのサムネイル画

像の作成や画像の合成など、複雑な画像操作

部品を提供し、さらには独自の画像合成技術

により、画像上に透かしマークを重ねて表示

することで著作権情報を画像に埋め込める

「システム構築用コンポーネント（ Image

Database Access）」などがある。

またHiRDB Universal Serverの「映像管

理システム構築コンポーネント」は、動画のど

こにどんな映像が含まれているのか探し出

すのを支援する機能を提供する。これを使う

ことで、たとえば、映像テロップやシーンの

変化点を自動的に検出した上で、映像の構成

内容をインデクス化して表示するという高度

な機能も実現できる。

また、記述内容をXML準拠の形式で保存

することもできる。具体的には、映像データ

のデジタイズ（MPEG-4へのエンコード）と検

索用インデクス付け機能を提供する「Video

Indexing System」、映像データの簡単なデー

タベース登録・検索用インタフェースを提供す

る「Video Database Access」、そしてビデ

オサーバと連携したスケーラブルな映像デー

タ管理機構を提供する「HiRDB File Link

Stream Option」などが用意されている。
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読売テレビ様のシステムのポイントは何と言っても、同社

が過去40年にわたって蓄積してきた約40万件にもおよぶ

映像データについての属性情報やアナウンス原稿などの

膨大なテキストデータをいかに効率的に管理し、高速な

検索機能を提供するかということにほかなりません。こうし

た厳しい要求に応え得たのは、HiRDB Universal Server

の提供するハイパフォーマンスな高速全文検索をはじめと

するコンポーネント群があればこそと自負しています。また、

基幹系システムからのデータ取り込みにおけるメインフレー

ムとのシームレスな連携を実現している点でも、HiRDBの

メリットが存分に活かされています。今後は、HiRDB

Universal Serverの提供する優れた機能群を活用して、

映像データの管理・検索を含めた、さらに高度なマルチメ

ディアコンテンツ管理機能を提供していく予定です。

マルチメディアユースをはじめとする
次世代データベースの構築をサポート
今回の記事では、読売テレビにおいて実現されているHiRDBでのデジタ

ルコンテンツ管理・活用を中心に紹介した。最後にそのポイントを確認し

ておきたい。

HiRDBの優位性と自社製品ならではの
迅速なサポートが評価いただけたと思います
株式会社 日立システムアンドサービス　プロダクトソリューション事業部
主任技師　笹尾和正氏（写真右）
株式会社 日立システムアンドサービス　産業・流通システムサービス事業部
山口 賢氏（写真左）

デジタルコンテンツ検索の
劇的な高速化を実現

お問い合わせ 日立オープンミドルウェアお問い合わせセンター
TEL******0120-55-0504
URL******http://www.hitachi.co.jp/soft/hirdb/
e-mail****hirdb@itg.hitachi.co.jp

さらに高度な拡張を実現する
イメージ検索機能

PLAY BACK!
HiRDB Case Study
その特長と注目ポイント




